
（１２）瀬田東小学校体力向上の取り組み

④委員会活動での運動教室・大会の開催

さらに，教師の意識を高めるために，体育の宿題
を各クラスや色別で数値化し，考察を書いた文書を
毎月発行している。その結果，東スポ開始当初は体
育の宿題に毎日取り組む児童が半数を下回ってい
たが，年々毎日宿題に取り組む児童は増加し，今
年度の10月には，全校の82％の781人もの児童が
体育の宿題に毎日取り組めた。
また，東リンピック（校内の標準記録を突破しない

と出場できない短縄大会）への出場者も年々増加し
ており，昨年度は547人の児童が参加した。東スポ
を開催してから東リンピック出場者は実に２倍以上
増えた。確実に運動に親しむ児童が増加したと考え
ることができる。

さらに，高学年の子どもが下学年の子どもに運動教室の参加を呼びかけにいく姿がみら
れ，学校全体として運動の気運が高まった。

委員会活動では，スポーツセンター委員会を設置し，定期的に「運動教室」を開催してい
る。例年，春にボール投げ教室，冬に業間マラソンを行っている。高学年の児童が一緒に
取り組むことで楽しく繰り返し運動に取り組むことができた。
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年に1～2回「大会」も行っている。「大縄（8の字）大会」は，
毎年恒例の大会となっており，熱い戦いが繰り広げられる。
(写真7) 昨年度は，コロナのために大縄大会は行えなかっ
たが，たてわりの色別チームで駅伝大会を行った。

毎年冬に短縄大会の「東リンピック」を行っている。出場し
た児童に記録証を配布したり，チャンピオンになった児童の
学年・組・名前を全校放送したりすることで，子どもたちは憧
れを持って取り組んでいる。また，大津市小学校体育連盟
のスポーツランキングやOTSUスーパートライへ登録するこ
とで大津市の他校とも競い合うことができる。そのことも参
加の意欲につながっている。
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⑤体育の宿題
体育の宿題を全校あげて毎日取り組んでいる。体育の宿題の内容を学年の体育部
が中心となり，学年の実態や学習内容に照らし合わせて決定し，各クラスにプリント
を配布している。また，体育カレンダー用いて毎日，取り組んだことを記録できるよう
にしている。カレンダーには，取り組んだ日に保護者の方のサインや自分のチェック
を入れるようにしている。月末に自分の取り組みや体への気づき，感想など振り返り
を記入する欄を設けた。
また，全学年に保護者の方からコメントを頂く欄も設けて，家庭での運動意識の向上
もねらっている。健康に関する情報があふれる昨今，保護者の方の健康や体力への
関心も高く，子どもと一緒になって運動に取り組んでくださる様子がコメントから伺えた。
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⑥体力向上の取り組みの発信

本校のホームページのトップ画面に体力向上のリンクを設置している。そこに，
本校の体育イベントの取り組みやタグラグビークラブの活動をのせ，体力向上の
取り組みを保護者や地域に発信している。家庭や地域を巻き込んで体力向上への
意識を高めることをねらっている。


